安曇野支部・齋藤明美

E分科会＜歴史的な建築とまちなみ＞

E-3　清水学区　歴史的まちなみをまもる防災システム

集合場所：2月18日（土）8：30　旧清水小学校・正門前

E-3　コースルート
9：00－9：30　　 ●旧清水小学校

9：30－9：40　　 ●清水坂

9：40－10：15　  ●清水寺入山　仁王門から奥の院

10：15－10：45　 ● 清水坂横→産寧坂
　　　　　　　　  ●法観寺（八坂の塔）

10：45－11：25　 ●高台寺公園

11：30－11：40　 ●石塀小路

11：40－12：40　 ●昼食（京玄庵）

13：00－　　　　 ●ウイングス京都（分科会会場）

■■旧清水（きよみず）小学校■■
設計：京都市営繕課

施工：不明

住所：京都市東山区清水2

スパニッシュスタイルの美しい鉄筋コンクリート３階建

最上階の窓がアーチ窓・赤いスペイン瓦が特徴的

昭和8年に清水尋常小学校として建設

昭和23年頃は児童数800名を超える

平成23年3月少子高齢化により廃校
現在は自治連合会や地域のために使用されている

内部で特に印象的だったのは家庭科室で、真壁・漆喰塗り・長押・折上格天井・出書院
床の間・天袋・地袋・違い棚までしっかりとした造りでした。そんな環境の中で家庭科の授業を受けていた子供達は素敵です。

この家庭科室で京都建築士会の方より、本日のコースルートの説明を受けた後、地元自治会の松井氏から地域力と防災力についてのお話を戴きました。

■■清水坂（きよみずざか）■■
土産屋が競って商売をしていました。（買い物出来ず残念）
■■清水寺入山■■
正式名称：清水寺「きよみずでら」

山　　号：音羽山

創　　建：宝亀9年（778年）開山　延鎮上人

文化財など

国宝：本堂　　　重要文化財：仁王門・三重塔・鐘楼

世界遺産登録：1994年ユネスコ（UNESCO）
清水寺は京都東山の音羽山の中腹に建つ歴史ある寺院。
創建は平安京遷都よりも古く延鎮上人により宝亀9年(778年)に開山されたと伝わる。

清水寺は始め「北観音寺」と呼ばれていたが、境内に湧き出る清水が観音信仰の黄金延命水として聖化され、一般的にも清めの水として「清水」が知られるようになり、後に名称を「清水寺」に改めた。
現在でも「音羽の滝」の名水として親しまれている。

清水寺を代表する建物が、南西正面に清水の舞台を有する本堂。
本堂にはご本尊の千手観音、毘沙門天、地蔵菩薩を安置する厨子が置かれている。
千手観音立像は33年に一度開帳される。

平成20年9月1日から同１１月30日及び平成21年3月１日から同5月30日の期間

開帳された。

清水寺は何度も火災により焼失し、現在の本堂は寛永10年（1633）に徳川家光の寄進に

より再建された。「清水の舞台」は本堂の前にせり出した構造で「懸造（かけづくり）」と

いわれ、長谷寺や石山寺の本堂も同じ構造となっている。
清水の舞台はまさに舞楽などを奉納する舞台として使われ、舞台両脇の翼廊は楽舎として

使われる。（総桧板張り、懸造り。舞台の広さ190平方メートル）

奥の院から清水寺を含めた眺望は素晴しいが、さすがに眺望景観が決められていた。

全国で初となる「眺望景観観創生条例」によって、先人より守り引き継がれてきた

38箇所の優れた眺望景観・借景の保全を図っている。

清水寺僧侶より上記内容の説明を受け、又京都東山消防署職員より清水寺の防火設備等の説明も受けた。景観に配慮した消火設備であり、皆が使えるようになっていてとにかく
火災を出さない努力は素晴しい。
雪景色の清水寺本堂と奥の院からの眺望景観。最高の眺めであった。

■■産寧坂（さいねんざか）■■
400年以上も前からある有名な坂。
名前のいわれについては、古くからいろいろの説がある。

清水寺の子安の塔につづく坂であるため、産寧坂というのが一般的で、産は「生む」寧は

「やすき」という意味。この坂を通って清水寺を参詣すると安産といわれている。

その他、大同三年に出来たので三年坂ともいい、清水寺へ参詣の人をこの坂でふたたび
祈願を深くするというので、再念坂という説もある。

■■法観寺（八坂の塔）■■
法観寺（ほうかんじ）は京都市東山区にある臨済宗建仁寺派の寺院。

山号：霊応山　　観音霊場として知られる清水寺の近隣に位置する。
街中にそびえ立つ五重塔は通称「八坂の塔」と呼ばれ、周辺のランドマークとなっている。

伝承によれば、当時の五重塔は592年に聖徳太子が如意輪観音の夢告により建てたとされ

その際、仏舎利を三粒収して法観寺を号したという。

創建時の伽藍は四天王寺式伽藍だったようだ。

聖徳太子創建との伝承は文字通りに受け取ることはできないが、平安京遷都以前から存在した古い寺院であることは確かとされており、朝鮮半島系の渡米氏族・八坂氏の氏寺として創建されたという見方が有力。
■■高台寺公園■■
清水学区は高齢化が進み、坂道や細い路地が多く、防災上の課題を多く抱えている。
耐震防火水槽を備えた防災拠点となっている。
公園地下が防火水槽になっていて、雨水を溜め込むシステムとなっている。
文化財延焼防止放水システムなどの整備に加え、住民主体のあんしん会を先頭に、災害時の地域と地元店舗との協力体制づくりなどソフトの対策にも取り組んでいる。

消火栓は常に、打ち水や側溝清掃にも使い、市民にとっては誰でも直に使える状態になっているのが素晴しい。（雨水を利用しているので、気にせず使用できるところが良い）
■■石塀小路（いしべこうじ）■■
高台寺公園の階段を下りると目の前に小さな路地へ入る道がある。

そこから、八坂神社南門通りまでが石塀小路で、路地へ入ったとたん両側に並ぶ町屋の
基礎部分の石垣がまるで石塀のように見える。

この界隅は京都の中でも勾配が結構あり、建物の基礎部分を大きくつけている。
自治会の松井武司氏より、清水学区防災に関してのお話を伺いました。
清水学区は1件の火災で全滅してしまう。
防災の意識を持つことが最も大切。

「自分の命は自分で守る」という意識を持つこと。

防災というのは、防災だけやっていれば良いわけではない。

自主防災はイベント的にすることにより、人が集まり、地域力が変わる。

ハード面が出来ていても、ソフト面が働かなければ何もならない。

■■防災コミュニテイー■■
次の担い手を育て→　　○景観そのものはそこに住んでいる人にかかっている。

　　　　　　　　　　　　（町並みは人並みといっている）

生きるルール　　→　　○襟を正した人が増えてくれればよい。

　　　　　　　　　　　○地域に対する誇りと愛着を持つ。

　　　　　　　　　　　○住みよい環境を提供

　　　　　　　　　　　○定年してからでは、まちづくりはできない。

　　　　　　　　　　　　（若いうちからまちづくりに参加することが望ましい）

